
マトリックススピーカーؙＭＸ－１００
２０２２．０５．２８ؙ髙橋

ؙ自作スピーカーで驚き、腰を抜かした経験が何度かある。そのうちの一つが、⾧岡鉄男
設計のマトリックススピーカーＭＸ－１を聞いた時だ。その経験もあってか、マトリック
ススピーカー（以降、ＭＸＳＰ）には思い入れがある。
ؙしかし、ＭＸＳＰは、以下の問題を有する。
①大型の１ｃｈスピーカー※であり、ＴＶ／ＰＣラックに採用しない限り使い難い。
   ※ＭＸ－１１１やＭＸ－２０００など、２ｃｈでの作例もある。
②視聴場所が真正面に限定され、サービスエリアが狭い傾向がある。
③エンクロージャに正確な振幅エネルギーが供給され難い（例えば、和信号 or 差信号が
入力され振幅信号が合計±０となった時には、振動板が動かない）ため、低音の再生が正
確でない。
ؙＭＸＳＰを選択する時点で、上述の問題は無視すべきものだと考えるが、可能であれば
解決したいと考えていた。今回、解決策となり得るかもしれない一提案を発表する。
目的
①２ｃｈスピーカーとする。
②トーンゾイレとし、サービスエリアを広げる。
③ＲｃｈのエンクロージャにはＲ信号の振幅のみ、ＬｃｈのエンクロージャにはＬ信号の
振幅のみ供給されるようにする。
配線



ダクト断面積:２８．２６ｃｍｓ（ＶＵ５０ソケット使用）
ダクト⾧:２６ｍｍ、Ｆｄ:約１３０Ｈｚ
ユニット:ＤＡＩＳＯؙ３００円スピーカー８セット（１６本）
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